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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第１四半期
累計期間

第65期
第１四半期
累計期間

第64期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 2,567,883 2,329,066 11,121,933

経常利益（千円） 101,106 11,209 389,847

四半期(当期)純利益（千円） 49,113 4,709 217,437

持分法を適用した場合の投資利益
（千円）

－ － －

資本金（千円） 4,175,416 4,175,416 4,175,416

発行済株式総数（千株） 30,887 30,887 30,887

純資産額（千円） 11,094,135 11,621,818 11,605,838

総資産額（千円） 16,503,946 16,737,585 16,792,137

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
1.72 0.17 7.64

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 5.5

自己資本比率（％） 67.22 69.44 69.11

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の

　　　　　推移については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

　　しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策による景気回復への期待を背景に、設備投資や個人

消費に改善がみられ、また、公共投資も増加を続けるなど、全体としては緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のもと当社におきましては、営業活動の強化、一層の生産性の向上、更なるコスト削減の徹底など

に注力してまいりましたが、売上高は23億２千９百万円と前年同期比9.3％の減少となり、営業利益は７百万円の損

失（前年同期は８千１百万円の利益）、経常利益は１千１百万円と前年同期比88.9％の減少、四半期純利益は４百

万円と前年同期比90.4％の減少となりました。

　セグメントの業績につきましては、精密加工事業部における売上高は16億１千６百万円と前年同期比1.0％の減少

となり、機械事業部における売上高は７億１千２百万円と前年同期比23.8％の減少となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、５千１百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　①経営成績に重要な影響を与える要因

　当第１四半期累計期間において、前事業年度末に判断した経営成績に重要な影響を与える可能性のある事業等

のリスクや見積りに重要な変更はありません。なお、将来、棚卸資産や有価証券の評価損及び固定資産の減損損失

を計上する可能性があります。

　②経営戦略の現状と見通し

　当社は、コストダウンを絶えず実践し収益力の向上に努めるとともに、新製品開発の取り組みとして、開発から

生産にいたるプロセスの効率化による開発期間やリードタイムの短縮及び開発体制の更なる強化を図ってまい

ります。セグメント別としては、精密加工事業部の精密金属加工品では水晶振動子関連製品以外の分野への積極

的な参入、機械事業部のプレス機械では電池缶等の弱電業界に加え自動車関連業界での新規顧客の獲得、機械事

業部のばね機械では業界NO.１を目指した製品開発や販売活動を行ってまいります。

　なお、当期の業績といたしましては、売上高114億円、営業利益３億１千万円、経常利益３億５千万円及び当期純

利益２億円を見込んでおります。

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　①資金の流動性についての分析

　当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ２億５百万円減少し、当第１四半期

会計期間末には40億５千２百万円（前年同期比8.7％減）となりました。
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　②資本の財源についての分析

　当社の資金需要のうち主なものは、製品製造のための材料・部品の購入のほか、製造に係る労務費・経費、販　売

費及び一般管理費等の営業費用による運転資金や設備資金であります。また、当社の財務状態といたしまして　

は、当第１四半期会計期間末における流動比率は266.4％、自己資本比率は69.4％であり比較的健全な財務状態で

あると認識しております。なお、運転資金及び設備資金につきましては、基本的に自己資金より賄うこととしてお

ります。

(6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社は、「確かな物づくりを通して、社会に貢献し、企業のたゆみない発展をめざす。」という経営理念のもと、次

の経営方針を掲げております。

・顧客によい製品をより安くより早く提供できるよう努力する。

・地域社会と共存し、自然環境を大切にする。

・正しい倫理観を持ち、誠実と公正に徹する。

・明るい活気のある会社づくりに努める。

　この方針に基づき、価格・品質・納期・安全の全てにおいて最高水準を確保した製品を生産・供給し社会の繁栄

発展に寄与することが、事業の使命であると考えております。この使命を果たすため、メーカーとして市場の声に基

づいた技術開発が不可欠であるとの認識のもと、研究開発体制の強化に努め、顧客の最新のニーズを常に収集し、新

技術・新製品の開発に積極的に取り組んでまいります。また、当社は、株主の皆様に対する適正な利益還元を経営の

最重要課題のひとつとして位置付けており、企業として財務体質の改善と経営基盤の強化のための内部留保との調

和を図りながら、安定した配当と株主価値の向上を実現することを目指します。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 58,249,000

計 58,249,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 30,887,396 30,887,396
名古屋証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単元

株式数は1,000株であり

ます。

計 30,887,396 30,887,396 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 30,887 － 4,175,416 － 3,468,202

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　

（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。
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①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  2,429,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,265,000 28,265 －

単元未満株式 普通株式    193,396 － －

発行済株式総数 30,887,396 － －

総株主の議決権 － 28,265 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式360株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

旭精機工業株式会社
愛知県尾張旭市旭前町

新田洞5050番地の１
2,429,000 － 2,429,000 7.86

計 － 2,429,000 － 2,429,000 7.86

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.8％

売上高基準 0.0％

利益基準 2.6％

利益剰余金基準 2.2％

　

EDINET提出書類

旭精機工業株式会社(E01550)

四半期報告書

 7/15



１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,757,978 4,552,370

受取手形及び売掛金 3,205,136 2,716,216

製品 87,459 236,593

仕掛品 1,493,052 1,713,051

原材料及び貯蔵品 554,838 597,954

その他 144,263 182,408

貸倒引当金 △12,600 △8,600

流動資産合計 10,230,128 9,989,993

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,588,703 1,591,720

機械及び装置（純額） 1,680,220 1,639,390

その他（純額） 962,998 1,018,055

有形固定資産合計 4,231,921 4,249,166

無形固定資産 83,618 82,839

投資その他の資産

投資有価証券 1,660,139 1,901,039

その他 589,268 517,483

貸倒引当金 △2,938 △2,938

投資その他の資産合計 2,246,468 2,415,584

固定資産合計 6,562,008 6,747,591

資産合計 16,792,137 16,737,585
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,843,764 1,951,077

短期借入金 900,000 900,000

未払法人税等 152,585 11,893

賞与引当金 216,316 75,284

その他 735,877 811,482

流動負債合計 3,848,543 3,749,737

固定負債

退職給付引当金 868,522 880,518

役員退職慰労引当金 185,434 －

その他 283,798 485,510

固定負債合計 1,337,754 1,366,028

負債合計 5,186,298 5,115,766

純資産の部

株主資本

資本金 4,175,416 4,175,416

資本剰余金 3,468,202 3,468,202

利益剰余金 3,714,273 3,562,464

自己株式 △340,191 △340,676

株主資本合計 11,017,701 10,865,407

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 588,137 756,411

評価・換算差額等合計 588,137 756,411

純資産合計 11,605,838 11,621,818

負債純資産合計 16,792,137 16,737,585
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 2,567,883 2,329,066

売上原価 2,170,066 2,000,150

売上総利益 397,816 328,915

販売費及び一般管理費 315,916 336,023

営業利益又は営業損失（△） 81,899 △7,108

営業外収益

受取配当金 12,340 13,254

固定資産賃貸料 10,860 9,858

その他 2,775 1,985

営業外収益合計 25,976 25,098

営業外費用

支払利息 1,525 1,465

固定資産賃貸費用 4,795 4,245

その他 448 1,068

営業外費用合計 6,769 6,779

経常利益 101,106 11,209

特別利益

固定資産売却益 130,535 －

特別利益合計 130,535 －

特別損失

固定資産除却損 292 －

退職給付制度改定損 144,944 －

特別損失合計 145,237 －

税引前四半期純利益 86,403 11,209

法人税等 37,290 6,500

四半期純利益 49,113 4,709
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効

税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によってお

ります。

　　

（追加情報）

　（役員退職慰労引当金）

　当社は従来、役員の退職慰労金支給に充てるため、内規に基づく期末要支給額の100％を計上しておりましたが、平

成25年４月25日開催の取締役会において、平成25年６月27日開催の定時株主総会終結時をもって役員退職慰労金制

度を廃止することを決議いたしました。また、同定時株主総会において、本制度廃止日までの在任期間に対応する役

員退職慰労金を打ち切り支給することとし、その支給の時期は、各役員の退任時とすることを決議いたしました。こ

れにより、役員退職慰労引当金を全額取崩し、当該未払い金額190,231千円は固定負債の「その他」に含めて表示し

ております。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費        153,595千円        166,716千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 156,535 5.5 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 156,519 5.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

精密加工
事業部

機械
事業部

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,633,023934,8592,567,883 － 2,567,883
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 1,984 1,984 △1,984 －

計 1,633,023936,8442,569,867△1,9842,567,883

セグメント利益 164,24463,840228,085△146,18581,899

 （注）１．セグメント利益の調整額△146,185千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用　　　　　　で

す。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　 ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日 至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

精密加工
事業部

機械
事業部

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,616,372712,6932,329,066 － 2,329,066
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 14 14 △14 －

計 1,616,372712,7072,329,080△14 2,329,066

セグメント利益又は損

失（△）
171,186△46,494124,691△131,800△7,108

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△131,800千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用です。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1円72銭 0円17銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 49,113 4,709

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 49,113 4,709

普通株式の期中平均株式数（千株） 28,460 28,456

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

  該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月８日

旭精機工業株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　登志男　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 高津　清英　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭精機工業株式会
社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第65期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す
なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任　
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半
期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭精機工業株式会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す
る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
　
利害関係　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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